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研究成果の概要： 
 本研究では、国際移動に伴う階層移動に関する国際比較研究として、ブラジル人移民を主た

る事例に、日米比較研究を行った。分析の結果、日本におけるブラジル人はアメリカにおける

ブラジル人と比較して、社会経済的な上昇移動が困難な状況におかれていることが明らかにな

った。とりわけ、移民のホスト社会への同化・適応が、移民の所得にどのような影響を及ぼす

か、確認すると、日本の方が、その効果が非常に小さいことも明らかになった。受け入れ社会

における労働市場の構造が、移民の社会経済的地位達成と大きな関連があることが、比較を通

じて明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 
  グローバリゼーションは、私たちの社会に
様々な影響を及ぼしている。近年では、社会
階層論の立場から、グローバル化は、階層構
造にいかなる変化をもたらしているか、とい
う観点から、研究が進められている。また、
移民研究においても、グローバル化と国境を
越える人の移動が、先進各国においてどのよ
うな影響を及ぼしているかという研究も盛
んにおこなわれてきている。しかしながら、

日本では階層研究におけるグローバル化の
影響は、主流国民を対象とする研究に限定さ
れており、移民を対象とする研究はほとんど
見られない。他方で、移民研究については、
理論的な研究や、質的調査にもとづく研究は
散見されるものの、大規模な量的調査データ
にもとづく研究は、ほとんどなされていない。
影響を及ぼしているかという観点から、移民
また、実証データを用いた国際比較の視点を
有する研究も、ほとんど行われていない。 
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２．研究の目的 
本研究は、グローバリゼーションが進展す

る現代社会において、国境を越える人の移動

は、人々の階層移動や階層的地位の形成にい

かなる影響を及ぼしているかを、計量社会学

的方法論に依拠して、ブラジル人移民を例に

国際比較の立場から解明することを大きな

目的とする。本研究では、出身国での社会階

層、日本とアメリカにおける移民政策の相違、

移住プロセスと移住システム、人的資本、移

住先で組み込まれる労働市場セクターを、国

際移民の階層的地位の規定要因として重視

し、日本とアメリカについて国際比較を行う。 
 
３．研究の方法 
移民の階層的地位の国際比較を行う上で、

国際比較の方法論について検討した。その上
で、実際にアメリカと日本の大規模データを
用いて分析した。 

日本におけるブラジル人移民のデータに
ついては、2005 年に磐田市と国立社会保障
人口問題研究所が共同で実施した調査デー
タ、2006 年に浜松市が、2007 年に静岡県が
行った調査データを用いた。これらの調査に
は、申請者はいずれも研究分担者、研究協力
者の形で、調査の企画・実施に携わっており、
調査が完了した後も、調査データの二次利用
について、各自治体から承認が得られている。
比較のための日本人のデータとしては、2005
年社会階層と社会移動全国調査（SSM 調査）、
日本版総合社会調査（JGSS）を用いた。ア
メリカにおけるブラジル人移民の動向を明
らかにするために、国勢調査の 5％抽出サン
プルデータを用いた。 
量的調査の結果を補足的に理解するため

に、静岡県下で、日本におけるブラジル人を
対象に少数のインタビュー調査も実施した。 
 
４．研究成果 
（１）制度編成と社会階層 
 階層構造・階層移動の国際比較に際しては、
しばしば制度論の立場から、分析が行われて
いる。本研究でも、制度論の立場に立ち、各
国における制度編成（Institutional arrange 
-ments）の相違が、移民の階層移動にいかな
る影響を及ぼしているか日米両国における
ブラジル人移民の階層移動の特徴を明らか
にするために、両国における移民政策と労働
市場の構造について、先行研究の検討にもと
づいて、整理を行った。 
 アメリカでは、ブラジル人移民に対して、
日本における日系人のような特別な配慮は
していない。合法的な就労ビザを取得するか、
留学目的でアメリカに入国し、高等教育を終

了後、労働市場に参入して職を得る、もしく
は、観光目的で来日しその後、資格外の形で
就労し、非正規滞在者となるかのいずれかで
あろう。文化人類学的なフィールドワークに
もとづく先行研究によれば、80 年代のブラジ
ルの経済危機以降にアメリカに移住したブ
ラジル人の多くが、非正規滞在者であること
を明らかにしている。アメリカと陸続きのメ
キシコからの移民と比較しても、移動に伴う
コストは大きく、その結果、非正規滞在者で
あっても、人的資本が高い者が、選抜される
傾向が高いと予測できる。他方で、日本の場
合は、日本国籍をもっていない外国人のうち、
日系移民の 2 世もしくは 3 世であれば、就労
資格に制限のないビザを発給している。その
ため、アメリカにおけるブラジル人移民と比
較して、移動に伴うコストも低く、ブラジル
と日本の往来も自由にできる。そうした移動
に伴うコストの低さは、人的資本の低い者の
入国を促す結果になると予想できる。 
 労働市場の流動性については、日本の方が
アメリカよりも非常に低い。アメリカでは、
正規・非正規労働者間の垣根が低く、全般的
に解雇に対する規制が弱い。そのため、労働
者の人的資本の社会経済的地位達成に対す
る影響力が、全般的に強いことが予想できる。
他方で、日本の場合は、正規労働者に対する
解雇の規制が強い。近年のグローバル化に伴
う雇用の流動化の進展は、正規雇用には及ば
ず、その代わりに、非正規雇用の増加をもた
らしている。労働市場におけるインサイダー
とアウトサイダーとの垣根が大きく、一度、
非正規の労働市場に組み込まれると、そこか
ら正規の労働市場に移行することが非常に
困難である。そうしたことから、日本の方が、
移民の社会経済的な上昇移動が困難である
ことが予想できる。 
 
 
（２）実証分析 
 分析の結果、次の諸点が明らかになった。
第 1に、両国の移民政策の相違は、結果的に、
移民の選抜に一定の相違をもたらしている
ことが明らかになった。アメリカにおけるブ
ラジル人と比較して、日本におけるブラジル
人の方が、人的資本の低いことが明らかにな
った。とはいえ、アメリカにおけるブラジル
人は、非ヒスパニック系白人と比べると、低
学歴の者が多い。アメリカのブラジル人は、
人的資本の高い者が日本よりも多いが、それ
でも、労働市場における白人との競争では、
不利な状況にあることが理解できる。第2に、
学歴とホスト社会への適応・同化が、ブラジ
ル人移民の社会経済的な上昇移動にいかな
る影響を及ぼすか、検討したところ、アメリ
カのブラジル人移民の方が、そうした人的資
本や同化の効果が大きいことが明らかにな



 

 

った。その一方で、人的資本の低い者の社会
経済的な位置を両国で比較すると、アメリカ
の方が、人的資本の低い者の賃金水準が非常
に低いことも明らかになった。日本のブラジ
ル人は、人的資本の低い者の賃金水準は、ア
メリカと比べて高い半面、そこからの経済的
な上昇移動の余地が極めて乏しいことも明
らかになった。 
 

以上が、本研究課題に直接的に関連する主
たる研究成果であるが、本研究を遂行するに
あたって、付随的に行った研究とその成果も
ある。 
 
（３）研究方法論の検討 
 国際比較調査に関する計量分析の実証的
な検討を行うためには、その分析方法論の検
討が重要な意味をもつ。研究代表者は、本研
究を遂行するために、階層移動に関する国際
比較を行うための階層分類の構成に関する
研究を別途行った。研究に際しては、鹿又伸
夫氏（慶応義塾大学）、田辺俊介氏（東京大
学） 
 
（４）社会関係資本の効果 
 移民がホスト社会において、生活を形成し、
階層的に上昇移動を遂げるためには、人的資
本だけでなく、社会関係資本は重要な役割を
果たす。本研究では、社会関係資本のソーシ
ャル・サポートとしての機能の検討を行った。
研究に際しては、西村純子氏（明星大学）の
助力を得た。比較のために、中国人を対象と
する社会関係資本の効果についても検討し
た。 
 
（５）社会階層の世代的な伝達 
 親の階層的地位が、世代間でどのように受
け継がれていくのかをめぐっては、これまで
にも様々な議論がなされてきた。世代間移動
において、教育は重要な役割を果たす。日系
ブラジル人の親の階層的地位と子どもとの
関係をめぐっては、子どもの教育達成は、重
要な論点である。階層論の視点から、子ども
の教育達成についても、序論的な検討を行っ
た。 
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